
▲（左から 3番目）市文化協会冨山明峰会長
　（左から 4番目）美術工芸部会三村龍鐸部会長

▲左から山﨑修支店長、中島勤常務取締役、
　山﨑誠校長

▲左から鹿島優校長（当時）、福田雷三代表取締役、
　山﨑修支店長

▲おめでとうございます

まちのできごと

3/22

3/12・27

2/25 市文化協会から寄贈

市内企業と常陽銀行が小学校に寄贈

公衆衛生事業功労者表彰

　市文化協会から切り絵アート展と題した冊子が、

市の文化教養向上を目的に寄贈されました。

　日本を代表する切り絵作家11人が制作した、息

をのむ繊細な素晴らしい切り絵などが掲載されてい

ます。これらは、市内の高校や公民館などに配布さ

れていますのでぜひお手に取ってご覧ください。

　市内に本社がある2企業と常陽銀行が山方小学校

と大宮小学校で寄贈式を行いました。　

　山方地域にある中島建材株式会社は、山方小学校

へテント1張を寄贈されました。テントは、昨今の

猛暑などの影響で児童たちの屋外での活動に必須で

あることから、運動会など今後の学校行事に使用さ

れます。

　水戸北部中核工業団地内にある株式会社末広電装

は、大宮小学校へ LED 液晶テレビ1台を寄贈され

ました。このテレビはパソコンと繋ぎ、映像を表示

させるなどして英語教育に活用するとのことです。

児童たちにとってさらに学びやすい環境が整いまし

た。

　これらの寄贈は、寄贈サービス付私募債を利用し

たものです。

　西垣正光先生に厚生労働大臣から表彰状が贈られ

ました。

　多年にわたり歯科医師として乳幼児健診や児童生

徒の歯科健診・保健指導・歯科診療に尽力され、地

域住民に対し公衆衛生思想の普及に貢献している功

績が認められたものです。
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▲前列左から岩﨑文香さん、皆川善廣さん、森田孝さん
　後列左から秋山吉之さん、岡崎強さん、金子正平さん

▲熱心にパソコンの操作に取り組ん
　でいました

▲三次弘行さん

▲国際交流ボランティアばらの会の発表▲フロイデDANの発表

まちのできごと

3/101月～3月

3月

地域案内人ひたまる先生のパソコン講座

協働事業提案制度提案事業が採択されました

　御前山市民センターで「御前山・那珂川地域案内
人養成講座」が開催されました。この講座は、御前
山・那珂川広域連携協議会が平成28年度から実施
している事業で、今年度は6人が受講し、3回にわ
たって座学や実際にツアーに同行するなどの講義を
受けました。審査の結果6人全員が認定され、認定
証の交付が行われました。今後は御前山・那珂川地
域などで観光ガイドとして活動していく予定です。

　ひたまる先生会に登録している三次弘行さんを講
師に迎え、パソコン講座が図書情報館で開催されま
した。
　この講座は、60歳以上の方を対象とした初心者
向けのパソコン講座で1月から3月にかけて全3回、
13人が受講しました。パソコンの電源の入れ方か
ら、表を作成し印刷するまでの流れを学習し、参加
者からは「今後地域での活動やボランティア活動な
どに活用したい」との声を頂きました。

　協働事業提案制度は、市民協働のまちづくり指針の目標や地域や市の課題を解決するため、市民団体等から事
業提案を募集し、市と協働で事業を実施する制度です。平成31年度に実施する事業として下記の事業が採択さ
れました。
事 業 名　医療介護福祉職として働けるまちづくりプ

ロジェクト
提案団体　フロイデDAN　
事業概要　中学生や若者向けに医療介護福祉職の魅力

を伝えるための冊子を作成し、将来の職業
として医療介護福祉職を選択してもらえる
よう啓発活動を行う事業です。

採択理由　医療介護福祉職の魅力を伝えることによ
り、子供たちの将来の職業として医療介護
福祉職を選択することで、若者の地元での
就職の促進と、人材不足解消に繋がる事業
であることから採択しました。

事 業 名　海外出身者生活支援事業
提案団体　国際交流ボランティアばらの会
事業概要　平成5年から日本語教室を開いて海外出身

者の日本語指導や生活相談を行ってきまし
た。近年増加している海外技能実習生など、
海外出身者同士、また地域との繋がりを深
め、安心して生活が出来るよう支援を行う
事業です。

採択理由　市内に在住する海外出身者への日本語指導
により、本市で安心して生活できる体制が
整備されること、多文化共生のまちづくり
に有効であることから採択しました。
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▲講演する中根正人先生

▲声を掛け合いながら ▲山頂からの眺め

▲講座の様子

まちのできごと

3/173/6・7・14

3/16

文書館カレッジ

ふるさと再発見ハイキング

市民大学講座

　第9回文書館カレッジ〈シリーズ常陸大宮と佐竹
氏その8〉「佐竹氏と『南方三十三館』の仕置」を、
筑波技術大学の中根正人先生を講師に迎えて開催し
ました。
　天正19年（1591）に佐竹氏が「南方三十三館」
と呼ばれる鹿島・行方地方の領主を太田に招いて謀
殺したとされる事件の実態について、史料をもとに、
現地に残る伝承・史跡などを交えてお話しいただき
ました。佐竹氏への関心は高く、市内外から350人
を超える来場者がありました。
　第10回は6月を予定しています。

　ふるさと再発見ハイキング～盛金富士編～が開催
されました。地元を歩くことで地域の良さを再発見
しようと企画されるこのシリーズは、平成27年に
始まり今回で第11回目を迎えました。天候が心配
されましたが、青空も見えて春らしいハイキング日
和となりました。今回登った盛金富士は、旧山方町
の盛金地域に位置する標高340m程の里山です。最
寄りの下小川駅に水郡線等で集合し、開講式を行い
出発しました。道中には梅も咲き、春を感じながら
登山口まで歩き、鳥居をくぐり山道に入ると登山開
始です。

　以前は近くの小学校の児童が遠足で登っていたと
いう緩やかな山ですが、早めのペースで登ったせい
か少し息が弾んでいるようでした。また、山を登り
ながら参加者同士で楽しげに会話をしている様子が
うかがえ、良い交流の機会にもなりました。盛金富
士山頂からの眺めは素晴らしく、久慈川や熊野山、
遠くには県庁も望めました。天気が良ければ海も見
えるそうです。山頂で昼食をとったあと下山しまし
た。今回もハイキングで本市の魅力を再発見できま
した。

　後期市民大学講座が市文化センターで開催されま
した。後期講座は「マーケティングを知る―製品か
ら「おもいやり」までを科学する試み―」と題して、
茨城大学人文社会科学部教授今村一真先生をお迎え
し、マーケティングの歴史や企業で行われる差別化
の取組み、価値共創という考え方や最先端のマーケ
ティング研究について講義が行われました。受講者
からは、「製品や広告をマーケティングの視点でみ
ることが出来るようになった」との感想もあり充実
した講義となったようです。

広報　常陸大宮 平成３１年４月号18



▲便利なスマホ決済 ▲長い行列ができました

▲講話の様子

▲たくさんのアイディアが出されました

3/23・243/20

3/23

かわプラザ3周年

スポーツ大会結果

在宅医療・介護連携推進事業

まちづくりネットワーク大会

　道の駅常陸大宮～かわプラザ～で開業から3周年
を記念したイベントが2日間にわたって開催されま
した。瑞穂牛、常陸牛、山方牛の3種類を販売した
ブースには長い行列ができました。また、市吹奏楽
団の演奏、秋田犬と触れ合えるコーナーや常陸大宮
高校生の出展、国体ＰＲなど大変にぎやかなイベン
トとなりました。さらに、道の駅内にあるジェラー
ト＆スムージーと農産物直売所のサービスカウン
ターでは、スマホ決済の「&Pay」が導入され、支
払いがよりスムーズになりました。道の駅常陸大宮
では、毎月さまざまなイベントを行っています。ホー
ムページやフェイスブック等で情報を更新していま
すので、ぜひご参加ください。
【問い合わせ】道の駅常陸大宮～かわプラザ～
　電話：58-5038
　HP：https://www.michieki-hitachiomiya.jp/

大会名：第9回常陸大宮市近郊中学校
　　　　ソフトテニス大会
開催日：平成31年3月9日（土）
主　催：（一財）常陸大宮市体育協会
会　場：家和楽運動公園テニスコート
　　　　西部総合公園テニスコート
参加チーム：男子の部8チーム　女子の部10チーム
結　果：
　男子の部　優　勝　那珂市立第一中学校
　　　　　　準優勝　東海村立東海南中学校
　　　　　　第 3 位　那珂市立第四中学校
　　　　　　第 3 位　東海村立東海中学校

　女子の部　優　勝　那珂市立第二中学校
　　　　　　準優勝　東海村立東海南中学校
　　　　　　第 3 位　常陸大宮市立大宮中学校
　　　　　　第 3 位　那珂市立第一中学校

　おおみやコミュニティセンターで、医療職、介護
職、消防職、民生委員など89人が参加し、地域ケ
ア会議を行いました。今年度は「在宅医療と介護連
携の推進」をメインテーマに、「機能訓練だけじゃ
ない訪問リハビリ～セミオーダーメイド・リハビリ
テーション～」について志村大宮病院の寺門貴先生
の講話とグループワークを実施しました。参加者か
らは「実際の事例を含めた内容で訪問リハビリをイ
メージしやすかった」などの意見がありました。い
ただいた意見をもとに本市の政策形成につなげるこ
とを目指します。

　市内でさまざまな活動を行っている団体や個人を
緩やかにつなぐ、まちづくりネットワーク大会が開
催されました。「腹を割る会。」と題して、お祭りと
いうテーマで、市内のお祭りの現状や課題について
情報交換し、お祭りを継続するためのアイディアに
ついてワークショップを行いました。　
　当日は多くの参加者があり、大いに盛り上がった
大会となりました。まちづくりネットワークの活動
に興味がある・参加したいという方はお気軽にお問
い合わせください。
【問い合わせ】
　常陸大宮市まちづくりネットワーク
　代表　倉田稔之（54－8118）
　事務局　市民協働課（52－1111／内線126）

まちのできごと
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